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慶鷹 医学 82巻2号(平 成17年6月)

塞が発症することになる.狭 心症,不 整脈,お よび心不

全などを含あると市川市には臨床を行うにあたり十分な

素地があると考えられたが,周 辺の医療機関の状態は勿

論,そ の時点での市川総合病院自体の診療規模 も確認 し

なければその後の具体的目標が立て られなかった.そ の

ため私は次に市川市消防本部を訪れた.消 防本部は突然

の私の訪問をいたく歓迎 して くれ,市 川市内で発生する

救急出動件数,そ の中で循環器系疾患の占める割合,そ

れに市川総合病院への搬送数など,年 度毎に表にまとめ

て頂 けた.本 部長を交えた会談の中で,市 川総合病院の

救急医療への参加が強く求められた.す なわち私が赴任

した前年 の平成10年 市川市救急搬送件数約15000件

のうち,市 川総合病院に搬送 された患者数は1073名7

%と 非常に少なく,循 環器系疾患に限ればわずか5%し

か搬送されていなかった.し かもその状態が5年 以上続

いていた.こ れでは年間およそ20例 の急性心筋梗塞 し

か診 られない換算になる,と 非常に危機感を覚えた.残

る循環器症例はどこへ行 っているのか調べてみると市川

市外の大学病院や3次 救急病院へ搬送されるものが多 く,

市内のPCIを 行 っていない施設に搬送されるものも少

なくなかった.市 川市で発生する救急患者のうち市川総

合病院が占める割合を拡大し,極 力市外への流出を減少

させ,少 な くとも20万 人の人口の心臓病をカバーした

いと目標を掲げた.こ うして市川総合病院の循環器科実

績を向上させるために必然的に救急診療に力を注がなけ

ればならなくなった.

 平成13年,私 は救急外来において独 りで救急診療を

始めた.こ の時慶鷹義塾大学大学院修了後1年 間慶鷹義

塾大学病院救急部に専修医として出向した経験が非常に

役に立った.循 環器疾患のみならず,呼 吸器,消 化器,

脳神経,耳 鼻科,眼 科,泌 尿器科疾患,お よび交通外傷

等々,な んで も初期診断 ・処置を行い,救 急 トリアージ

を行 った.循 環器科の本業 もあったため週1回 のみ,し

か も日中だけの開業であったが,細 々と救急診療を続け

なが ら問題点を洗い出し,漸 次改善させていった.救 急

外来に救急隊とのホットラインを設置 し搬送 しやすい状

態を作った.ま た翌年には救急外来にナースステーショ

ンを新設 して診察ブースをステーションの回 りを囲むよ

うに配置させ,セ ントラルモニターを設置 して急変に迅

速に対応できるよう改築 した.看 護師に対 しての勉強会,

救急隊の講習会への参加なども繰 り返 し行い,徐 々に市

川総合病院への救急搬送件数は増加 して行 った.そ の後

他科の医師で救急医療に協力して頂ける方々も次々に登

場 し,救 急 日と称する救急外来開業 日も週1日 か ら2日

へ,更 に3日 へ と増えた.平 成16年 には月曜か ら金曜

まで平 日は毎 日開業することとなり,市 川市内で発生 し

た救急搬送の約25%を も占めるようになった.そ れに

伴い当初の目的であった循環器科患者数の激増も見 られ

た.外 科的治療を要する重症例 もしばしば経験するよう

になったが,心 臓血管外科がないため慶鷹義塾大学病院

へ転院搬送させることも多か った.そ んな中,市 川総合

病院の新棟建設 ・100床 増床の話が持ち上が った.私 と

しては心臓血管外科開設を願い出て,心 臓病センターを

立ち上げ,循 環器科実績を更に向上させる絶好の機会と

思われた.

 そ してこの度慶慮義塾大学外科学教室の絶大なるご高

配により,市 川総合病院に心臓血管外科が開設されるこ

ととなった.平 成17年4月 新棟が竣工 し,循 環器科と

心臓血管外科の協力の もと,新 しいICU・CCUを 備え

た市川総合病院心臓病センターが開業 した.市 川市の循

環器系拠点病院としての役割を確固たるものとすると同

時に,市 川市以外の市や東京都区にまで進出 して行きた

いと考えている.こ れまでの道の りは決 して平坦なもの

ではなかったが,東 京歯科大学の方々,市 川総合病院の

多 くの先生,慶Yf:n義塾大学病院の諸先輩 看護師,事 務

部,市 川市医師会,市 川救急本部,そ れに救急隊員の方々

など,数 え切れないほどの人々のお蔭で達成されたこと

であ り,感 謝の念が絶えない.今 後心臓病センターとし

て鋭意努力 していくことが東京歯科大学の発展に結びっ

き,同 時に慶鷹義塾の医学を拡げていくこととなり,恩

返 しになると信 じている.

 何かを しようとするとき,先 ず先人の行ってきた足跡

とその意志をよ く理解 し,自 分自身の立場 と時間経過の

中での存在位置を客観的に分析することがこれからどの

ような方向に,ど のように事を成せば良いか,自 ずと答

えを与えて くれる.こ のことは医師である私達にとって

研究 ・臨床 ・教育のすべてに当てはまることと,若 き後

輩達に伝えたい.

         大木 貴 博(69回 ・平成2年 卒)

髪の毛の中の発がん性物質

 私たちはさまざまな化学物質を,好 む好まざるに係わ

りな く,毎 日体内に取 り込んでいます.そ れら取 り込ま

れた物質は,多 くの場合,代 謝を受けて排泄 される訳で

すが,尿 や汗などから排泄されるほか,爪 や髪の毛を介

しても排泄されます.髪 の毛は比較的多量に採取できま

すので,髪 の毛の中の化学物質を検出することによって,

その人の体内にどのぐらいその化学物質が摂取されたか

を知 ることができます.

 髪の毛をこのような目的で利用することについては,

覚せい剤などの薬物中毒に関する研究によって多くのこ
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とが調べられています.興 味深いところでは,髪 の毛の

1セ ンチメー トルがきれいに1ヶ 月の出来事を反映して

いるということもわかっています.っ まり髪の毛の根元

から何センチ目に薬物を検出したかでいっ薬物を摂取 し

たかがわかってしまうという訳です.

 がん疫学研究では,発 がん要因を明らかにする,あ る

いは発がんを抑制するような要因を見いだすために,摂

取 した物質とがんの罹患 との関連を調べます.多 くの場

合,質 問票によって摂取 した物質の量を評価する訳です

が,い くら質問票が進歩 して詳細になってきたとはいえ,

特定の物質についての正確な曝露評価には限界がありま

す.私 たちは肉や魚の焦げに含まれる発がん性物質のヘ

テロサイクリックア ミンが大腸がんなどの原因になるの

かどうかを疫学的に調べようと考えました.質 問票に掲

載されている肉や魚の種類について,ま ず実際に焼いて

みてそれらに含まれるグラム当たりのヘテロサイクリッ

クア ミンを測定 しました.次 に,質 問票に答えた人 ごと

に,例 えばサンマの 「摂取頻度×1回 の摂取量 ×皮を食

べるかどうか×焦げた部分を食べるかどうか」を計算 し,

それを掲載されている全ての肉と魚にっいて計算 し総和

を出して,そ の人の日常の1日 当たりのヘテロサイクリッ

クア ミン摂取量を推量 しました.実 際はもっと複雑な計

算式なのですが,い かんせん勝手に?考 えた推定式です

ので,そ れによって得 られた値が正確かどうか,妥 当性

があるのかどうかを調べる必要があります.

 そこで,髪 の毛の中のヘテロサイクリックアミンを測

定することにしました.ボ ランティアに1ヶ 月の間隔で

2回 髪の毛をもらい,上 記の質問票を書いてもらうとと

もに,髪 の毛をもらった1ヶ 月の間の毎日に肉と魚の摂

取量,調 理方法などを詳細に記録 してもらいました.興

味深いことに,同 一の対象者か ら提供された1ヶ 月間隔

の2時 点の毛髪中ヘテロサイクリックアミン量は良い相

関を示しました.っ まり,そ の人の日常的なヘテロサイ

クリックア ミン曝露の指標になりそうだということがわ

かりました.根 元から髪の毛をもらう訳にはいきません

でしたので,理 髪店などで普通に切ってもらった髪の毛

をもらってきたのですが,そ のような比較的ラフな採取

方法でもうまくい くのだなと感心 したものです.毛 髪中

のヘテロサイクリックアミン量は,食 事記録による焼い

た肉と魚の摂取量 とも良い相関がありました.

 そこで次に,質 問票か ら推定式を使って算出 したヘテ

ロサイクリックア ミン推定曝露量が妥当であるかどうか

を調べるために,毛 髪中ヘテロサイクリックアミンと推

定曝露量を比較してみました.そ の結果,質 問票からの

推定曝露量 と,毛 髪中ヘテロサイクリックアミンは比較

的良い相関を示 しました.こ れでこの質問票を使ったへ

テロサイクリックア ミン推定曝露量 と大腸がんなどとの

関連を調べる準備が出来ました.近 い将来,そ の結果が

発表できると思います.

 これまでは髪の毛を意識することなどありませんでし

たが,最 近は街で人の髪の毛を見るたびに,お そらく多

くの化学物質があの中に含まれているのだろうなと思 う

ようになりました.

      花 岡知之(国 立がんセンターがん予防 ・

           検診研究センター予防研究部)

13C-MRSに よるサ ル の脳 グル コー ス代謝

 わ た した ち は常 に外 界 の刺 激 に対 して反 応 した り,身

の回 りの出 来 事 にっ い て思 い悩 ん だ り,無 意 識 の うち に

脳 を働 か せ て い ます.脳 の働 き と は何 な の か,脳 の機 能

を科 学 的 に捕 らえ る に は ど うす れ ば よ い のか と言 う テ ー

マで 絶 え間 な く研 究 が 繰 り返 され て き ま した.神 経 細 胞

が 正 常 な活 動 を営 む た め に は,正 常 な代 謝 が 行 わ れ て い

な けれ ば な り ませ ん.い く ら神 経 細 胞 を形 態 的 に再 生 さ

せ る こ とが で きて も,神 経 細 胞 と して 機 能 しな けれ ば 何

の意 味 も あ り ませ ん.そ の意 味 で 神 経 細 胞 の代 謝 機 能 の

解 明 も重 要 な研 究 テ ー マ の一 っ で す.

 `脳の エ ネ ル ギ ー 源 は グル コ ー ス の み で あ る.'と い う

定 義 は学 生 の こ ろか らの常 識 で した.し か し同 時 に グル

コ ー ス の 炭 素 鎖 はTCA回 路(tricarboxylic acid

cycle)を へ て 神 経 伝 達 物 質 で あ る グ ル タ ミ ン酸,ア ス

パ ラギ ン酸 やGABA,さ らに グル タ ミンへ と組 み 込 ま

れ て い くの です.神 経 細 胞 の活 動 を ミク ロで捉 え る と シ

ナ プ ス で の神 経 伝 達 物 質 の や り取 りに な ります.興 奮 性

ア ミノ酸 で あ る グ ル タ ミン酸 の神 経 終 末 か らの放 出 と い

う シグ ナ ル が神 経 回 路 を駆 け巡 る こ とに よ り脳 の活 動 が

お こな わ れ る ので す.し た が って,脳 の活 動 を代 謝 の面

か ら考 え る と き,神 経 伝 達 の 中心 的物 質 で あ る グ ル タ ミ

ン酸 の代 謝 を考 え る と い う こと に っ な が って き ます.こ

れ らの物 質 の代 謝 が 脳 の代 謝 ひ い て は脳 の機 能 を反 映 し

て い る と言 え ます.

 今 回 お 話 す る'3C-MRS(magnetic resonance spec-

troscopy)は,1位 の 炭 素 を ほ ぼ100%13Cで 置 換 し

た グル コース を用 いて,こ の グル コー スー グル タ ミン酸 一

グ ル タ ミ ン の代 謝 を 測 定 す る 方 法 な の で す.MRSは

"1年 台 初 頭 にCT(computed tomography)に 変 わ

る 画 像 診 断 法 と して,臨 床 応 用 が 急 速 に普 及 したMRI

(magnetic resonance imaging)と 原 理 は 同 じで す.

SPECT(single photon emission CT), PET(positron

emission CT)は 放 射 性 同 位 元 素 が 放 出 す るエ ネ ル ギ ー

を脳 循 環 代 謝 の計 測 に 利 用 した手 法 で す が,MRSは 安
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